液体NMR使用資格問題
（中沖研究室管理2004年5月）

学籍番号：　　　　　　研究室名：　　　　　　　名前：　　　　　　　　　
【一般的注意事項】
1） 部屋に入るときには必ずスリッパに履き替えてください。
2） NMRは精密装置でトラブルも多いので慎重に扱ってください。
3） 装置の半径１ｍは磁場が強いので磁気カード、時計を持って近づかないでください。
4） スペクトルの分解能が悪くなりますので試料は良く溶かしてください。

5） 昼間時間帯での長時間測定（例えば１３C測定）は避けてください。

6） 期間によっては混雑しますので予約をして使用してください。
7） 夜7時以降は退室時に蛍光灯を消してください。

8） 整理整頓を心がけてください。

以下の問題を解いて講習を受けた学生にNMRの使用を許可します。

【問題】（採点者：　　　　　　　　　）
1） NMRの英語のつづりを書きなさい。
2） １H　NMRスペクトルと１３C　NMRスペクトルでは測定されるピーク強度が異なり、１H　NMRでは積算回数が数十回（現装置では16回）で済むが１３C　NMRでは数千回程度（1晩測定）必要である。この理由を答えなさい。
3） スペクトルの横軸は通常ppmで表される。ppmの英語のつづりを書き、どういう単位か答えなさい。
4） ０ppmの基準となる化合物名と構造式を書きなさい。

5） 測定には通常重水素化溶媒（例えば重クロロホルムCDCl3）が使用される。この理由を説明しなさい。
6） 磁場の強度を表す単位を答えなさい。

　
7） 歳差運動とはどういう運動か答えなさい。

8） ラーマー周波数を説明しなさい。
9） 1-233にある液体用の装置は400MHzの装置である。

9-1)　Hzとはどういう単位か？
9-2)　Mとはどういうことか？
9-3)　400ＭＨzとはどういうことか？
9-4)　この装置の磁場強度はいくらか？
１０）　液体用NMRの装置では半径1ｍは時計や磁気カードなどを持って入ることはできない。半径１ｍのところの磁場強度を調べなさい。

【実地】（講習者：　　　　　　　　）（講習した番号にＯ）
1） アイコンNMRを用いた１H標準測定（試料ホルダーを拭くのを忘れないこと）
2） ＦＴＰを使ったデータの転送

3） パソコン解析ソフトmestrec23の使い方。（フーリエ変換、積分強度）

[オプション]（使用する予定の者のみ申し出ること）
1） アイコンNMRを用いた１３C標準測定
2） 温度変化測定
